
システム創成学専攻の大澤です。私の研究室の研究ネタから話しますと、これは最近
創成 教 数 ゲ 「 ゲシステム創成の教員数名で開発したゲームで「イノベーションゲーム」と言います。

このゲームで、プレイヤーは企業の社長さんの役を演じていきます。

この写真はプレイの１シーンですが、右の人はビジネスのアイデアを書いたカードを組
み合わせて、新しいビジネスを提案しています。左の社長さんは、その事業や商品を
売ってくれんかと。で、双方が価格合意に達すれば商談成立です。良いアイデアを出

がす社長はリッチになって、リッチな社長が勝ちです。

このゲームをやっていくと、ビジネス企画や政策、さらに製品の発明といったいろんなイ
ノベーションの能力が身に付きます。

上の図は、大澤研流にこれを発展させたもので、ゲーム盤を使います。このゲーム盤
もオリジナルで、関連の強いアイデアを結んだ黒い塊をいくつか作って、可視化してい
ます。そして、赤い点のところは、「ここにはまだビジネスはないけど、何か生まれそう
だ」という場所です。この図を使うと、ビジネスマーケット全体を考えながらイノベーショ
ンを続ける能力が発揮できます。

この方法は昨年開発したのですが、実際の会社で、ビジネスや製品開発などに導入し
つつあるようです。
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人と自分の考えが似ているとか関連しているとか感じ取る能力は、イノベーションゲー
ムだけでなく、人とチームを組んで組織を作ったり、部品を組み合わせて新製品を作っ
たりする際は必ず必要となります。

このアナロジーゲームは、まずコンピュータが画面にランダムな単語を出してきます。
東京大学とか、エジソンとか、象とか、ロケットとか。こういう単語のうち、普通は考えな
い類似性を考えて同じグループの単語に同じ色をつけていくゲームです。象と東京大
学が似ている、理由は大きいから。とか、象とロケットが似ている、理由は乗り物だから
とか。

一見簡単なゲームですが、このゲームのスコアは、プレイヤーの創造性や要領の良さ
という、日常接する人だけがわかる能力を的確に反映します。で、繰り返してプレイす
るとそういう能力が身についていきます。

本当はビジネスマン向けだったのですが、５月際では親子連れがたくさん遊んでいて、
意外な楽しみ方もあったりします。
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結局、私が思っているのは、こういうことです。

社会にしても市場も製品にしても、システムです。システムを作り出すには、いろいろな
人とか環境とか物とかお金とか、そういう部品をうまく繋いでできる新たな価値を感じ
取って、その価値を実現することを目指さなくてはなりません。

イノベーションゲームも、アナロジーゲームも、そのようなことのできる能力を引き出し
たり育てるための方法です。しかし、そのようなゲームを考える背景にも、データをさっ
きのゲーム盤のように可視化する技術や、人間の思考を分析する技術が必要になりま

線 進す。視線運動計測のような認知科学研究を進めているのもそのためです。

つまり、ビジネスチャンスを感じ取ったり、感じたことを思い出したり、思い出した言葉や
お客の言葉を分析して新しいビジネス戦略を語り合ったりする。それから、そこで人の
戦略と自分の戦略を統合してもっとすごい戦略に高めあう、一連の思考と会話のプロ
セスをどう作るか。そこには、人間と人間、人間と機械や環境がうまく交わるための技
術が必要だというわけです。

さて、みなさんは人間です。優秀な選ばれた人たちです。だから、新しい価値をもつ社
会を作る能力を持つ責務があります。そこを直視して、能力を研鑽し、また研鑽する技
術を学ぶ場所としてシステム創成学専攻があります。進学をお待ちしています。
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ちなみに、ちょっとだけ宣伝。私自身の研究のうち、データ可視化の部分はNHK教育の、
放映次回のサイエンスZEROで放映されます。

いろいろ頑張っていればよいこともあります。安めぐみさんは、本当に素敵な人でした。
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